
2026年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
2025年７月30日

上場会社名 株式会社　Ｊストリーム 上場取引所  東

コード番号 4308 ＵＲＬ  https://www.stream.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）石松　俊雄

問合せ先責任者 （役職名）執行役員管理本部長 （氏名）竹見　嘉洋 ＴＥＬ  03-5765-7744

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無： 有

決算説明会開催の有無      ： 有 （投資家・アナリスト向け）

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 2,818 2.6 164 1.5 175 3.2 92 △3.7

2025年３月期第１四半期 2,746 △2.3 162 △18.3 170 △17.2 95 △6.9

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 106百万円（△7.4％） 2025年３月期第１四半期 114百万円（△4.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 3.72 －

2025年３月期第１四半期 3.86 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第１四半期 13,018 10,756 79.2 414.53

2025年３月期 13,185 11,058 80.1 424.82

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 10,307百万円 2025年３月期 10,563百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 14.00 14.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予
想）

0.00 － 14.00 14.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,136 2.8 933 1.8 952 0.0 546 △0.9 21.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 28,057,400株 2025年３月期 28,057,400株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 3,191,062株 2025年３月期 3,191,062株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 24,866,338株 2025年３月期１Ｑ 24,866,338株

※ 注記事項

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たって

の注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、緩やかな回復が続いているものの、米国の通商政策等によ

る不透明感がみられるほか、物価上昇の個人消費への影響が景気の下振れ要因となっています。インターネット業

界においては、レガシーシステムの老朽化やIT人材の不足といったいわゆる2025年の崖が注目されていますが、生

成AIのビジネス利用による各種コンテンツ生成や業務効率の向上等、デジタルトランスフォーメーション（DX）に

おける活用によって対応が図られ、関連市場が広がっています。

　こうした環境下、当社グループは動画ソリューション事業において、各種イベントのインターネットライブ配信

や、社内情報共有・教育等のオンデマンド動画配信ニーズに対応し、主力サービスである「ライブ中継サービス」

や「J-Stream Equipmedia」、コンテンツ配信サービスに関連するシステム開発、運用受託等を中心に提供を進めま

した。

　販売面においては、戦略市場を医薬業界のEVC（Enterprise Video Communication）領域、医薬業界以外の事業

会社のEVC領域、放送業界を中心としたOTT領域、と３区分して営業活動を展開しました。

　EVC領域（医薬）においては、主力であるWeb講演会用途のライブ配信、Web講演会実施に伴う集客や諸手配の関

連業務など、製薬企業のDX展開に伴う受注は継続しております。しかしながら、薬価改定の影響や、製剤の上市や

販売状況等によって、DX展開への注力度合いは製薬各社で差異が見られます。第１四半期連結会計期間における

Web講演会の実施状況については、大口取引先の中では外資系企業が比較的順調となったものの、内資系に予算投

入を抑制する企業が多く見られました。当社グループでは、データ分析ツール「WebinarAnalytics」や講演会を改

善する映像施策、グループ会社を中心とした専門性の高いコンテンツ制作を組み合わせて、独自ルートでの案件開

拓を図りました。制作系の受注は堅調に推移しましたが、代理店経由の低利益率ながら高単価のWeb講演会案件が

減少した影響から、この領域全体では前年を下回る結果となりました。

　EVC領域（医薬以外）においては、企業や団体が実施するウェブセミナーやオンラインイベント、企業・団体内

部での教育や情報共有に向けた動画の活用事例の開拓に努めました。６月に需要が集中するバーチャル株主総会関

連受注については、上場廃止やリアルとのハイブリッド開催に伴う負担感等の要因から市場全体で実施企業が減少

した状況下、前年を若干下回る実績となりました。前年において比較的大口の受注があったメーカー等による販

促・社内イベント関連の受注は減少しましたが、顧客のWebサイトシステムの構築や映像制作で大口の受注が得ら

れた結果、この領域全体では前年とほぼ同水準の結果となりました。

　OTT領域においては、放送・メディア業界におけるシステム開発、サイト運用や関連する制作運用業務、配信ネ

ットワークの売上が中心となりました。顧客各社の動画配信サービスの拡大を背景に、この領域におけるシステム

開発、高度なノウハウを必要とする運用業務には引き続き高い需要があります。第１四半期連結会計期間において

は、前年に納品したシステム機器関連の運用案件や、視聴用アプリケーションの保守等により売上が伸長しまし

た。放送局や専門チャンネル事業者に対するネットワーク売上について一部顧客に減少があったものの、この領域

全体では前年を上回る結果となりました。

　費用面においては、新卒を除いた新規増員採用を抑制し、経費節減と組織運営効率化に注力しました。サービス

開発に伴うソフトウェアを中心とした償却費、並びにクラウドサービス利用の拡大によるロイヤリティ支出の増加

はありましたが、グループ会社を中心に内製比率の高い制作・サービス売上が順調であったこともあり、売上総利

益率は前年と同水準となりました。販売費及び一般管理費については、営業支援費用、社内業務システムのライセ

ンス費用が増加しました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、連結売上高2,818百万円（前年同期比2.6％増）、連結営業利

益164百万円（前年同期比1.5％増）、連結経常利益175百万円（前年同期比3.2％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益92百万円（前年同期比3.7％減）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は10,368百万円となり、前連結会計年度末に比べ70百万円減少

いたしました。これは主に流動資産その他に含まれる前払費用が増加したものの、受取手形、売掛金及び契約資

産が減少したことに加え、法人税及び配当金の支払いにより現金及び預金が減少したことによるものでありま

す。固定資産は2,649百万円となり、前連結会計年度末に比べ96百万円減少いたしました。これは主に無形固定資

産及び有形固定資産が減少したことによるものであります。この結果、総資産は13,018百万円となり、前連結会

計年度末に比べ167百万円減少いたしました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は2,261百万円となり、前連結会計年度末に比べ134百万円増加

いたしました。これは主に流動負債その他に含まれる未払費用及び前受金の増加によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は10,756百万円となり、前連結会計年度末に比べ301百万円減

少いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益92百万円の計上や配当金の支払348百万円による

ものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年４月30日に公表の連結業績予想から修正はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,432,698 4,291,744

受取手形、売掛金及び契約資産 2,102,992 1,934,298

仕掛品 98,085 110,404

預け金 3,400,001 3,400,002

その他 406,585 632,884

貸倒引当金 △1,181 △1,103

流動資産合計 10,439,180 10,368,231

固定資産

有形固定資産 399,416 383,647

無形固定資産

のれん 364,704 337,898

ソフトウエア 1,465,500 1,436,997

その他 6,634 6,560

無形固定資産合計 1,836,839 1,781,457

投資その他の資産

投資有価証券 8,698 9,357

繰延税金資産 211,319 191,548

その他 300,634 294,659

貸倒引当金 △10,873 △10,873

投資その他の資産合計 509,779 484,691

固定資産合計 2,746,035 2,649,796

資産合計 13,185,216 13,018,027

負債の部

流動負債

買掛金 20,491 56,507

１年内返済予定の長期借入金 1,500 1,500

未払金 590,753 540,666

未払法人税等 278,344 65,646

賞与引当金 98,458 66,778

その他 988,226 1,384,281

流動負債合計 1,977,774 2,115,380

固定負債

長期借入金 4,125 3,750

退職給付に係る負債 18,213 15,161

資産除去債務 103,503 103,702

その他 23,456 23,324

固定負債合計 149,299 145,938

負債合計 2,127,073 2,261,318

純資産の部

株主資本

資本金 2,182,379 2,182,379

資本剰余金 3,899,515 3,899,515

利益剰余金 4,786,382 4,530,643

自己株式 △306,115 △306,115

株主資本合計 10,562,162 10,306,423

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,531 1,469

その他の包括利益累計額合計 1,531 1,469

非支配株主持分 494,449 448,815

純資産合計 11,058,142 10,756,708

負債純資産合計 13,185,216 13,018,027

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

株式会社Ｊストリーム（4308） 2026年３月期 第１四半期決算短信



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 2,746,210 2,818,591

売上原価 1,678,598 1,722,919

売上総利益 1,067,612 1,095,672

販売費及び一般管理費 905,137 930,836

営業利益 162,475 164,835

営業外収益

受取利息 4,677 8,414

ポイント収入 3,859 －

その他 2,125 3,755

営業外収益合計 10,661 12,170

営業外費用

支払利息 403 529

為替差損 1,720 －

支払保証料 698 747

その他 63 3

営業外費用合計 2,885 1,280

経常利益 170,251 175,726

税金等調整前四半期純利益 170,251 175,726

法人税、住民税及び事業税 60,677 49,684

法人税等調整額 △4,951 19,800

法人税等合計 55,725 69,484

四半期純利益 114,526 106,241

非支配株主に帰属する四半期純利益 18,563 13,851

親会社株主に帰属する四半期純利益 95,963 92,389

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

四半期純利益 114,526 106,241

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 177 △61

その他の包括利益合計 177 △61

四半期包括利益 114,703 106,180

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 96,140 92,328

非支配株主に係る四半期包括利益 18,563 13,851

（四半期連結包括利益計算書）

- 5 -

株式会社Ｊストリーム（4308） 2026年３月期 第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

減価償却費 159,452千円 163,035千円

のれんの償却額 37,661千円 26,805千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

- 6 -

株式会社Ｊストリーム（4308） 2026年３月期 第１四半期決算短信




